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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、貸出金利息の減少

を主因に、前年同期比９億93百万円減少し332億98百万円となりました。また、経常費用は国

債等債券売却損や与信関係費用の減少を主因に、前年同期比15億87百万円減少し261億71百万

円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比５億93百万円増加し71億27百万円となり、親会社株主に帰

属する四半期純利益は前年同期比７億６百万円減少し38億48百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の連結財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末比

792億円増加し２兆6,788億円、純資産は前連結会計年度末比44億円増加し1,285億円となりまし

た。 

主要勘定につきましては、貸出金は、事業性貸出金及び消費者ローンが増加したことから、

前連結会計年度末比261億円増加し１兆6,179億円となりました。譲渡性預金を含めた預金等に

ついては、個人預金が順調に推移したことから、前連結会計年度末比788億円増加し２兆3,240

億円となりました。また、有価証券は、前連結会計年度末比133億円増加し6,499億円となりま

した。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間において、経常

利益が通期予想を上回る水準となっておりますが、今後の経済・金融情勢等によっては、与信

関係費用や有価証券関係損益が変動する可能性等もあることから、平成29年11月10日公表の予

想数値から変更しておりません。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の処理 

連結子会社の税金費用は、当第３四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

ることにより算定しております。 

㈱福井銀行(8362)平成30年3月期 第3四半期決算短信

2



㈱福井銀行(8362)平成30年3月期 第3四半期決算短信

3



㈱福井銀行(8362)平成30年3月期 第3四半期決算短信

4



㈱福井銀行(8362)平成30年3月期 第3四半期決算短信

5



㈱福井銀行(8362)平成30年3月期 第3四半期決算短信

6



 

 

（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報

（１） 平成30年3月期第3四半期　損益の状況（単体）

○

○

○

(単位：百万円)

（注） １.記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２.コア業務純益 ＝ 業務純益(一般貸倒引当金繰入額) － 債券関係損益

6,500     

5,000     

△ 30     56        86        

-         2,570     2,570     

5,382     6,950     1,567     

1,213     2,937     1,723     

4,169     4,013     △ 155    

平成30年3月期

（12か月間）

989       1,130     141       

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

税 金

コ ア 業 務 純 益 （ 注 2 ）

第3四半期

（9か月間）

第3四半期

（9か月間）

△ 381    

（Ｂ)－(Ａ）

3,791     

27,888    27,807    △ 81     

19,765    

35,300    

414       

503       

8,228     8,235     7         

6,595     6,949     354       

経 常 収 益

前年同期比

428       894       466       

資 金 利 益

1,883     1,796     △ 86     

業 務 粗 利 益

17,454    17,195    △ 258    

（ う ち 債 券 関 係 損 益 ）

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

平成29年3月期 平成30年3月期

（Ａ） （Ｂ）

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

人 件 費

物 件 費

△ 796    2,994     

△ 429    -         429       

3,571     3,953     

16,315    

577       

121       19,887    

15,812    

162       

② う ち 不 良 債 権 処 理 額

業 務 純 益

臨 時 損 益

△ 1,449  

2,292     

183       

3,322     

1,632     

1,030     

4,382     3,571     △ 810    

( 貸 倒 償 却 引 当 費 用 ① ＋ ② )

③ う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

1,729     564       △ 1,165  

特 別 損 益

④ う ち 償 却 債 権 取 立 益

⑤うち偶発損失引当金戻入益

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

△ 10     

307       95        △ 211    

経 常 利 益

う ち 株 式 等 関 係 損 益

5,413     6,894     1,481     

183       1,203     △ 1,020  

34        24        

税 引 前 四 半 期 純 利 益

与信関係費用①＋②－③－④－⑤ △ 2,416  △ 2,976  

当第3四半期のコア業務純益は、貸出金利息の減少や経費の増加を主因に、前年同期比7億96
百万円減少し、29億94百万円となりました。

経常利益は、与信関係費用が大幅に減少したことを主因に、前年同期比14億81百万円増加し
て、68億94百万円となりました。

上記の結果、四半期純利益は40億13百万円となりました。

法 人 税 等 合 計

△ 560    

通期業績予想
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（２）金融再生法開示債権　(単体)

○ 金融再生法開示債権は、平成29年9月末比10億円減少して315億円となりました。

また、総与信に占める割合は、平成29年9月末比0.09ポイント改善して1.91%となりました。

(単位：億円)

（注）記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

（３）時価のある有価証券の評価差額（単体）

○

評価差額　(単体) (単位：億円)

(注) 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

（４）自己資本比率（国内基準）

○

54        △ 2      

0         △ 2      

時価のある有価証券の評価差額は、平成29年9月末比3億円増加して193億円の評価差額とな
りました。

平成29年12月末の自己資本比率（国内基準）については現在算出中であり、確定次第、別途
開示する予定であります。

増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

193       3         

2.00%     

平成 29年 9月末 平成29年12月末

（Ａ）

57        

増減

8         

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

合　　　　　計 △ 10     

平成 29年 9月末 平成29年12月末

（Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

325       

株 式

債 券

そ の 他

総 与 信 に 占 め る 割 合

3         

△ 0.09%  

有 価 証 券 計 190       

129       

△ 3      

△ 9      

2         

1.91%     

315       

12        

60        

248       239       

63        

15        

138       
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（５）預金、貸出金等の状況　(単体)

○

○

○

（注）記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

①預金等・貸出金の残高 (末残) (単位：億円)

②個人・法人別預金残高 (末残) (単位：億円)

③預り資産残高 (末残)　 (単位：億円)

（注）個人年金保険は、販売累計額を計上しております。

④消費者ローン残高 (末残)　 (単位：億円)

⑤中小企業等貸出金残高 (末残)・比率　 (単位：億円)

以　　上

中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率

中 小 企 業 等 貸 出 金 残 高

平成 29年 9月末 平成29年12月末

215 

4,998 

4,738 

260 

9,689 

増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

消 費 者 ロ ー ン 残 高

住 宅 ロ ー ン 残 高

そ の 他 ロ ー ン 残 高

37 

32 

4 

平成 29年 9月末 平成29年12月末 増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

平成 29年 9月末 平成29年12月末

平成 29年 9月末 平成29年12月末 増減

（Ａ）

増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

預金と譲渡性預金の合計額は、個人預金が順調に推移したことから、平成29年9月末比520億円
増加し、2兆3,344億円となりました。

1,535 

△ 14 

337 

241 

279 

（Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

平成 29年 9月末 平成29年12月末 増減

（Ａ） （Ｂ）

個 人

法 人

貸出金は、事業性貸出金及び消費者ローンが増加したことから、平成29年9月末比221億円増加
し、1兆6,288億円となりました。

預り資産につきましては、公共債（国債等）は平成29年9月末比1億円増加して337億円、投資
信託は平成29年9月末比14億円減少して640億円となりました。

譲 渡 性 預 金

預 金 ＋ 譲 渡 性 預 金

個 人 年 金 保 険 （ 注 ） 27 

投 資 信 託

公 共 債 ( 国 債 等 )

（Ｂ)－(Ａ）

640 

23,344      

16,288      

21,859      

15,273      

520 

預 金

預 金 合 計

貸 出 金 221 

241 

378 

△ 137      

1 

59.48%      0.52% 

21,618      

1,205 

22,824      

16,066      

21,618      

14,894      

6,723 

336 

654 

1,507 

4,961 

4,705 

256 

9,473 

58.96%      

21,859      

1,484 

6,585 
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